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基本理念に基づいたビジョンの実現
産業車両、物流ソリューション、車両、エンジン、コンプレッサー、エレクトロニクス、繊維機械など多様な事業を通して、

基本理念に基づき、これまでに培ってきた資本と強みを最大限に活用し、価値創造を行うことで、

住みよい地球と豊かな生活、そして温かい社会づくりに貢献していきます。

当社では、社祖・豊田佐吉の精神を
まとめた豊田綱領を社是とし、
これをもとに基本理念を定めました。

事業活動以外での貢献

事業活動の基盤

事業活動による貢献

公正、透明性、
人権・文化尊重、
環境保全

世の中の役に立つ
商品・サービスの
持続的な提供

社会（企業の存立基盤）

Ｃ
Ｓ
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【経済的責任（事業責任）】

【倫理的責任・法令遵守】

【企業市民としての貢献】

当社のCSR活動

【公明正大】　
内外の法およびその精神を遵守し、
公正で透明な企業活動を実践する
【社会貢献】　
各国、各地域の文化や慣習を尊重し、
経済・社会の発展に貢献する
【環境保全　品質第一】　
企業活動を通じて住みよい地球と
豊かな社会づくりに取り組むとともに、
クリーンで安全な優れた品質の商品を提供する
【顧客優先　技術革新】　
時流に先んずる研究と新たな価値の創造に努め、
お客様に満足していただける商品・サービスを
提供する
【全員参加】　
労使相互信頼・自己責任を基本に、
一人ひとりの個性と能力を伸ばし、
全体の総合力が発揮できる活力ある
企業風土をつくる

継続的に実施  

【主なCSR活動】

「品質第一」に徹し、お客
様ニーズの変化・多様性
に迅速に対応できるモノ
づくりを実践
（お客様との関わり）

開かれた調達や、取引先
（サプライヤー）様との
相互信頼に基づく共存・
共栄の実現
（取引先様との関わり）

適時・適切・公平な情報
開示と、株主・投資家の
皆様との良好なコミュニ
ケーションの構築
（株主・投資家の皆様との関わり）

一人ひとりが多様な能
力を発揮し、いきいきと
働くことができる安全・
安心な職場づくり
（従業員との関わり）

「良き企業市民」として
の役割を果たし、積極的
な社会貢献活動を実施
（地域社会との関わり）

世界の人々の豊かな生活、
温かい社会づくり

キーコンポーネント モビリティソリューション

3E（Environment, Ecology & Energy） ＜環境・エネルギー技術革新＞

Value Chain ＜バリューチェーンの拡大＞

World Market ＜世界市場での事業展開＞

新商品

新商品

新商品
新商品

新商品

2020年ビジョン基本理念 2030年ビジョン

持続可能な社会の
実現に向けて

お客様のニーズを先取りする商品・サービスを
継続的に提供することにより、世界の産業・社会
基盤を支え、豊かな生活と温かい社会づくりに
貢献する

■AIやビッグデータ、IoT、ロボティクスといった
第4次産業革命の潮流

■通商問題や地域紛争など地政学リスクの高まり
■ESGやSDGsなど非財務内容に対する社会の要求が拡大

更新の背景

外部の変化
■1926年の創立以来、常に新たな事業
に挑戦

■いつの時代にも変わらず、当社のよりどころ
になってきた創業の精神「豊田綱領」（社是）

■企業活動を通じて社会課題の解決
に取り組み、国連の「持続可能な
開発目標（SDGs）」の達成に貢献
していく

2018年、CDP調査で「気候変動」
および「ウォーターセキュリティ」の
両部門で「Aリスト」企業に選定
（65ページと75ページ参照）

新ビジョンの思い

■お客様のニーズを先取りする商品・サービスを継続的
に提供することにより、世界の産業・社会基盤を
支え、住みよい地球と豊かな生活、そして温かい社会
づくりに貢献する

■豊田自動織機グループの業容や構え、グループ
体制が拡大

■ビジョンは中長期のめざす姿・方向性を
示すものであり、基本的な考え方は踏襲

■これまでのビジョンをベースに、内外の
環境変化を受け、必要な範囲で更新

基本的な考え方

新ビジョンの概要

外部評価

当社の変化
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住みよい地球  と  豊かな生活、  そして  温かい社会づくり

「クリーン・ゼロエミッション」　「 安 心・安 全 、快 適 」　「スマート」

世界の産業・社
会基盤を支える

自動車

モノづくりの 基 盤

研究と創造による  新たな価値の創出

TPS

『豊田綱領』

産業車両・
物流

繊維機械

職場力

新事業への挑戦
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